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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーが閲覧することで認識するための画像情報が表示される表示画面の表示を制御
する表示制御手段と、
　ユーザーの操作に基づく指示を受け付ける受付手段と、
　前記表示制御手段の表示画面を切り替える指示を受け付けたときに、時系列的に前表示
画面と後表示画面の関係となる、それぞれの表示画面で表示される画像情報を取得する画
像情報取得手段と、
　前記画像情報取得手段で取得した画像情報同士を比較する比較手段と、
　前記比較手段での比較の結果に基づいて、前記前表示画面と後表示画面とを照合して、
何れか一方の表示形態に合わせるように、前記前表示画面と後表示画面とを合成処理する
ことで、情報内容を維持しつつ、操作性統一感を持たせる画像情報に書き換える画像書換
手段と、
を有する情報処理装置。
【請求項２】
　前記操作性統一感が、表示画面に表示される操作ボタン画像領域の、当該表示画面内で
の位置座標である請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記前表示画面が初期画面とされ、この初期画面を基準として、後表示画面の画像情報
が書き換えられる請求項１又は請求項２記載の情報処理装置。
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【請求項４】
　前記前表示画面と後表示画面との間で予め優先順位が設定されており、優先順位の高い
表示画面が優先画面とされ、この優先画面を基準として、その他の表示画面の画像情報が
書き換えられる請求項１又は請求項２記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記前表示画面が、通信回線網上で最初にアクセスされる特定の分野の総合サイトサー
ビスが提供する総合サイト表示画面であり、
　後表示画面が、前記特定の分野における個別サイトサービスが提供する個別サイト表示
画面であり、
　前記総合サイト表示画面が初期画面とされ、この初期画面を基準として、前記個別サイ
ト表示画面の画像情報が書き換えられる請求項１又は請求項２記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記前表示画面が、制御系全体を管理するオペレーションシステムの基本表示画面であ
り、
　前記後表示画面が、前記オペレーションシステム上で実行されるアプリケーションプロ
グラムの処理において、階層表示される階層表示画面であり、
　前記基本表示画面が初期画面とされ、この初期画面を基準として、前記階層表示画面の
画像情報が書き換えられる請求項１又は請求項２記載の情報処理装置。
【請求項７】
　ユーザーが閲覧することで認識するための画像情報を表示する表示手段と、ユーザーの
操作に基づく指示を受け付ける受付手段と、
を備えたユーザーインターフェイスと、
　前記ユーザーインターフェイスに対して前表示画面の画像情報を送出する第１の送出手
段と、前記表示手段の表示画面を切り替える指示を受け付けたときに、当該切り替え先へ
通知する通知手段と、
を備えた共同サービス制御装置と、
　前記通知手段から通知に基づいて選択された後表示画面の画像情報と、前記前表示画面
の画像情報とを予め定めた条件に基づいて分類する分類手段と、前記分類手段で分類され
た画像情報同士を比較し後表示画面を情報内容を維持しつつ前記前表示画面と操作性統一
感を持たせる画像情報に書き換える画像書換手段と、前記画像書換手段で書き換えられた
後表示画面の画像情報を前記ユーザーインターフェイスへ送出する第２の送出手段と、
を備えた個別サービス制御装置と、
を有する画像表示制御システム。
【請求項８】
　コンピュータを、前記請求項１～請求項６の何れか１項記載の情報処理装置として実行
させる画面表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、画面表示制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、ユーザー単位で情報を管理する技術を使用することで、複数のアプリ
ケーションから操作性を共有できるようになることが記載されている。この場合、同一シ
ステム内で有効であり、別システム、別サービスの場合は、それぞれ個別に画面のカスタ
マイズが必要となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３２３３１１公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、操作性が異なるサービス間で操作感の統一を図ることができる情報処理装置
、画面表示制御システム、画面表示制御プログラムを得ることが目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、ユーザーが閲覧することで認識するための画像情報が表示さ
れる表示画面の表示を制御する表示制御手段と、ユーザーの操作に基づく指示を受け付け
る受付手段と、前記表示制御手段の表示画面を切り替える指示を受け付けたときに、時系
列的に前表示画面と後表示画面の関係となる、それぞれの表示画面で表示される画像情報
を取得する画像情報取得手段と、前記画像情報取得手段で取得した画像情報同士を比較す
る比較手段と、前記比較手段での比較の結果に基づいて、前記前表示画面と後表示画面と
を照合して、何れか一方の表示形態に合わせるように、前記前表示画面と後表示画面とを
合成処理することで、情報内容を維持しつつ、操作性統一感を持たせる画像情報に書き換
える画像書換手段と、を有している。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記請求項１に記載の発明において、前記操作性統一感が、
表示画面に表示される操作ボタン画像領域の、当該表示画面内での位置座標である。
【０００７】
　請求項３に記載の発明は、前記請求項１又は請求項２に記載の発明において、前記前表
示画面が初期画面とされ、この初期画面を基準として、後表示画面の画像情報が書き換え
られる。
【０００８】
　請求項４に記載の発明は、前記請求項１又は請求項２に記載の発明において、前記前表
示画面と後表示画面との間で予め優先順位が設定されており、優先順位の高い表示画面が
優先画面とされ、この優先画面を基準として、その他の表示画面の画像情報が書き換えら
れる。
【０００９】
　請求項５に記載の発明は、前記請求項１又は請求項２に記載の発明において、前記前表
示画面が、通信回線網上で最初にアクセスされる特定の分野の総合サイトサービスが提供
する総合サイト表示画面であり、後表示画面が、前記特定の分野における個別サイトサー
ビスが提供する個別サイト表示画面であり、前記総合サイト表示画面が初期画面とされ、
この初期画面を基準として、前記個別サイト表示画面の画像情報が書き換えられる。
【００１０】
　請求項６に記載の発明は、前記請求項１又は請求項２に記載の発明において、前記前表
示画面が、制御系全体を管理するオペレーションシステムの基本表示画面であり、前記後
表示画面が、前記オペレーションシステム上で実行されるアプリケーションプログラムの
処理において、階層表示される階層表示画面であり、前記基本表示画面が初期画面とされ
、この初期画面を基準として、前記階層表示画面の画像情報が書き換えられる。
【００１１】
　請求項７に記載の発明は、ユーザーが閲覧することで認識するための画像情報を表示す
る表示手段と、ユーザーの操作に基づく指示を受け付ける受付手段と、備えたユーザーイ
ンターフェイスと、前記ユーザーインターフェイスに対して前表示画面の画像情報を送出
する第１の送出手段と、前記表示手段の表示画面を切り替える指示を受け付けたときに、
当該切り替え先へ通知する通知手段と、を備えた共同サービス制御装置と、
　前記通知手段から通知に基づいて選択された後表示画面の画像情報と、前記前表示画面
の画像情報とを予め定めた条件に基づいて分類する分類手段と、前記分類手段で分類され
た画像情報同士を比較し後表示画面を情報内容を維持しつつ前記前表示画面と操作性統一
感を持たせる画像情報に書き換える画像書換手段と、前記画像書換手段で書き換えられた
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後表示画面の画像情報を前記ユーザーインターフェイスへ送出する第２の送出手段と、を
備えた個別サービス制御装置と、を有する画像表示制御システム。
【００１２】
　請求項８に記載の発明は、コンピュータを、前記請求項１～請求項６の何れか１項記載
の情報処理装置として実行させる画面表示制御プログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１、請求項７、請求項８に記載の発明によれば、操作性が異なるサービス間で操
作感の統一を図ることができる。
【００１４】
　請求項２記載の発明によれば、操作ボタンの位置の統一化を図ることができる。
【００１５】
　請求項３記載の発明によれば、表示される表示画面を、常に前表示画面の画像情報に統
一することができる。
【００１６】
　請求項４記載の発明によれば、優先順位の高い表示画面の画像情報に統一することがで
きる。
【００１７】
　請求項５に記載の発明によれば、異なるサイト間での表示画面に統一感を持たせること
ができる。
【００１８】
　請求項６に記載の発明によれば、オペレーションシステムの基本画面の画像情報に統一
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施の形態に係る複数のサービス間での画像表示制御システムの概略構成図で
ある。
【図２】本実施の形態に適用される制御系のハード資源を示すブロック図である。
【図３】本実施の形態に係る複数のサービス間での処理を実行するための機能ブロック図
である。
【図４】本実施の形態に係る複数のサービス間での処理の流れを示す通信プロトコルであ
る。
【図５】本実施の形態の実施例に係り、ショッピングサイトの連携状態を示す通信回線接
続図である。
【図６】図５の処理におけるＰＣのモニタに表示される表示画面の遷移図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、本実施の形態に係る、複数のサービス間での画像表示制御システム１０の概略
構成図である。
【００２１】
　通信回線１２上には、操作主体となる提供サービス操作部１４、共同サービス制御部１
６、並びに、複数の個別サービス制御部１８が接続されている。
【００２２】
　これら提供サービス操作部１４、共同サービス制御部１６、個別サービス制御部１８は
、それぞれ別個のソフトウェアがプログラムされた制御装置がネットワーク等の通信回線
１２によって接続された構成であってもよいし、それぞれのソフトウェアが複合的にプロ
グラムされた単一の制御装置の中でバス等の通信回線１２によって接続された構成であっ
てもよい。
【００２３】
　個々の制御装置であれ、別々の制御装置であれ、ハード資源は、以下の図２に示す制御
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装置１０の構成である。
【００２４】
　図２に示される如く、制御装置１０は、マイクロコンピュータ２０を含んでいる。マイ
クロコンピュータ２０は、ＣＰＵ２２、ＲＡＭ２４、ＲＯＭ２６、Ｉ／Ｏ（入出力部）２
８、及びこれらを接続するデータバスやコントロールバス等のバス３０を有している。
【００２５】
　Ｉ／Ｏ２８には、ＵＩ（ユーザ・インターフェイス）３２が接続されている。ＵＩ３２
は、ユーザーからの後述する割当条件等の情報の入力指示を受け付けるための入力装置と
、ユーザーへ依頼情報管理制御処理に関する情報を表示する表示装置を備えている。さら
に、Ｉ／Ｏ２８には、ハードディスク３４が接続されている。また、Ｉ／Ｏ２８は、Ｉ／
Ｆ３６を介して通信回線１２に接続されている。
【００２６】
　図３に示される如く、提供サービス操作部１４は、ＵＩ３２を備えており、このＵＩ３
２を用いて、共同サービス制御部１６及び個別サービス制御部１８に対してアクセスする
。
【００２７】
　共同サービス制御部１６は、共同サービスＵＩ制御部３４を備えており、前記提供サー
ビス操作部１４のＵＩ３２に表示するための表示画面（前表示画面）を生成し、提供する
役目を有している。
【００２８】
　共同サービスＵＩ制御部１６は、操作性情報管理部３６に接続されており、前記提供サ
ービス操作部１４のＵＩ３２に表示するための表示画面の操作性情報が記憶されている。
操作性情報とは、表示画面内に表示される操作ボタンやアイコン等の表示要素で表現され
る情報で、この情報には、表示要素を操作指示することにより実行する機能の情報や、表
示画面内における表示位置座情報や、操作ボタンやアイコン等で表示される表示態様の情
報等を含んでいる。更に、利用者に提供する操作性情報としては、前記した操作ボタンや
アイコン等の表示要素を利用者が指示する際のマウスクリック間隔等の操作指示方法に関
する情報や、この操作指示に対する利用者へのフィードバックとしての受付音声出力方法
や表示態様の変化方法を含んでも良い。
【００２９】
　共同サービスＵＩ制御部１６では、操作性情報管理部３６からこの操作性情報を取得し
て表示画面を作成する。
【００３０】
　また、共同サービスＵＩ制御部１６は、個別サービス制御部１８の個別サービスＵＩ制
御部３８に接続されている。個別サービスＵＩ制御部３８は、共同サービスＵＩ制御部１
６から指示を受けて、前記提供サービス操作部１４のＵＩ３２に表示するための表示画面
（後表示画面）を生成し、提供する役目を有している。
【００３１】
　また、個別サービスＵＩ制御部１８は、操作性情報取得部４０に接続されている。この
操作性情報取得部４０は、前記共同サービス制御部１６の操作性情報管理部３６に接続さ
れている。このため、個別サービスＵＩ制御部１８は、操作性情報取得部４０を介して、
操作性情報管理部３６に記憶されている操作性情報を取得する。
【００３２】
　さらに、個別サービスＵＩ制御部３８は、操作性情報管理部４２、操作性情報合成処理
部４４、共同サービス情報管理部４６にそれぞれ接続されている。
【００３３】
　共同サービス情報管理部４６では、操作性情報管理部４２からの自己の操作性情報と、
前記操作性情報取得部４０で取得した共同サービス制御部１６の操作制御情報との比較を
行なう。個別サービスＵＩ制御部３８では、この比較結果を取得し、操作制御情報合成処
理部４４に対して、操作性情報の合成結果を指示し、前記提供サービス操作部１４のＵＩ
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３２に表示するための表示画面を生成する。
【００３４】
　以下、図４に従い、提供サービス操作部１４、共同サービス制御部１６、複数の個別サ
ービス制御部１８間の制御の流れを説明する。図４では、図３に示す各機能毎に分類して
、それぞれの間での情報のやりとりを矢印（ステップ）で示す。
【００３５】
　ステップＳ１０は、提供サービス操作部１４での処理であり、ユーザーがＵＩ３２に対
して、共同サービス制御部１６との接続起動を指示する。
【００３６】
　次のステップＳ１２では、提供サービス操作部１４のＵＩ３２から共同サービス制御部
１６のＵＩ制御部３４へ起動を通知する。
【００３７】
　通知を受けたＵＩ制御部３４は、ステップＳ１４で共同サービス制御部１６の操作性情
報管理部３６へアクセスして、共同サービス制御部１６における操作性情報を取得する。
ステップＳ１６では、取得した操作性情報に基づくＵＩ画面情報を提供サービス操作部１
４のＵＩ３２へ送出する。これにより、Ｓ１８において、ＵＩ３２に共同サービス制御部
１６での基本的な表示画面が表示される（以下、この画面を、前表示画面と呼ぶこととす
る）。
【００３８】
　前表示画面には、複数の個別サービス制御部１８が提供するサービスを選択するための
アイコンやボタンなどの表示要素が表示されており、ステップＳ２０では、ユーザーがこ
の共同サービス制御部１６の前表示画面を閲覧し、個別サービス制御部１８を選択する。
【００３９】
　この選択を受けて、ステップＳ２２では、ＵＩ３２から共同サービス制御部１６のＵＩ
制御部３４に対して、選択された個別サービス制御部１８の利用を指示する。ＵＩ制御部
３４は、ステップＳ２４において、指示された個別サービス制御部１８のＵＩ制御部３８
へＵＩ３２からの利用指示命令を転送する。この利用指示命令には、個別サービスには、
どのサービスから遷移したのかを示す情報と利用者の情報とを含む。この場合には、どの
サービスから遷移したのかを示す情報としては、共同サービス制御部を識別する情報、例
えば共同サービス制御部の場所を示すＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｌｏｃ
ａｔｏｒ）情報である。
【００４０】
　個別サービス制御部１８のＵＩ制御部３８では、まず、ステップＳ２６で操作性情報管
理部４２へアクセスして、自身の操作性情報を取得し、次いで、ステップＳ２８で指示を
受けた共同サービス制御部１６を特定し、さらに、ステップＳ３０で特定した共同サービ
ス制御部４６との優先順位を比較する。通常は、共同サービス制御部１６が優先となる。
これは、提供サービス操作部１４のＵＩ３２に既に共同サービス制御部１６の基本表示画
面（前表示画面）が表示されていることに起因する優先順位である。なお、この優先順位
は限定されるものではなく、個別サービス制御部１８が共同サービス制御部１６を優先す
る場合もある。
【００４１】
　次のステップＳ３２では、個別サービス制御部１８内のＵＩ制御部３８から操作性情報
取得部４０に対して、共同サービス制御部１６の操作性情報を取得する指示を送出し、ス
テップ３４で、操作性情報取得部４０はこの指示を受けて、前記したステップＳ２４にお
いて受信した利用指令命令に含まれるどのサービスから遷移したのかを示す情報に基づき
、遷移元である共同サービス制御部１６の操作性情報管理部３６へアクセスし、共同サー
ビス制御部１６の操作性情報を取得する。このとき、個別サービス制御部１８の操作性情
報取得部４０は、共同サービス制御部１６の操作性情報管理部に操作性情報を取得する際
に、共同サービス制御部１６が管理している全ての操作性情報を取得するようにしてもよ
いし、個別サービス制御部１８の操作性情報管理部４２に管理されている操作性情報が含
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む表示要素に対応する共同サービス制御部１６が管理している操作性情報の表示要素のみ
取得するようにしてもよい。さらに、利用者の情報も共同サービス制御部１６の操作性情
報管理部３６に送信することにより、利用者固有の操作性情報を取得するようにしてもよ
い。
【００４２】
　操作性情報取得部４０で取得した共同サービス制御部１６の操作性情報は、ステップＳ
３６において、ＵＩ制御部３８が受け取る。
【００４３】
　次のステップＳ３８では、ＵＩ制御部３８が操作性情報合成処理部４４に対して、共同
サービス制御部１６の操作性情報と、自身の操作性情報とに基づいて、操作性情報の統一
化を図るように指示し、ステップＳ４０では、この指示を受けて操作性情報合成処理部４
４では、操作性情報を操作部品毎に割り当てて、統一化処理（ここでは、共同サービス制
御部１６の操作性情報に合わせる処理）を実行する。
【００４４】
　ステップＳ４２では、合成処理が終了した操作性情報を、操作性情報合成処理部４４か
らＵＩ制御部３８へ送出する。
【００４５】
　次のステップＳ４４では、個別サービス制御部１８のＵＩ制御部３８から提供サービス
操作部１４のＵＩ３２へ、操作性情報が統一された個別サービス制御部１８の表示画面（
後画面）の画像情報を送出する。これにより、ユーザーは、共同サービス制御部１６の表
示画面（前表示画面）との間で操作性に統一感がある、個別サービス制御部１８の表示画
面（後表示画面）を閲覧することになる（ステップＳ４６）。
【００４６】
　以下の表１及び表２は、前表示画面（共同サービス制御部１６）と、後表示画面（個別
サービス制御部１８）との関係において、操作ボタン、サイドバーの位置、操作ボタンの
背景色等の表示要素を例にとり、操作性情報の統一化の適用例である。
【００４７】
　まず、表１は、前表示画面（共同サービス制御部１６）の表示要素と、後表示画面（個
別サービス制御部１８）の表示要素とが１対１の関係のときの操作ボタンの位置とサイド
バーの位置の統一化の適用例である。
【００４８】
【表１】

【００４９】
　次に、表２は、前表示画面（共同サービス制御部１６）と、後表示画面（個別サービス
制御部１８）とが１対２の関係のときの操作ボタンの位置、サイドバーの位置、操作ボタ
ンの背景色の統一化の適用例である。すなわち、１つの共同サービス制御部１６から、時
系列で２種類の個別サービス制御部１８を選択して表示させる、あるいは、画面を分割し
て、２種類の個別サービス制御部１８を同時に表示させる、といった場合、予め基準とな
る画面を決めておくことが好ましい。
【００５０】
　さらに、基準となる画面（例えば、共同サービス制御部１６の画面）には存在しないが
、個別サービス制御部１及び個別サービス制御部２には存在する場合も考慮し、予め基準
となる画面の優先順位を決めておくことが好ましい。表２の場合は、優先順位の１番が共
同サービス制御部１６であり、優先順の２番が個別サービス制御部２である。
【００５１】
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【表２】

【００５２】
　また、操作性情報の大きな括りとして、表現の統一性も含まれる。
【００５３】
　例えば、一方が「プリンター」と表示され、他方が「プリンタ」と表示されている場合
に、何れか一方（前表示画面）に合わせて、例えば「プリンター」に統一することも操作
性情報の統一化である。
【００５４】
　上記用語統一の手段としては、以下の手段が考えられる。
（用語統一手段１）　サービス同士で用語のキー名を統一しておいて、キー名を使って共
同サービス制御部１６の用語を検索する。
（用語統一手段２）　「プリンタ」、「プリンター」、「印刷装置」等の類義語グループ
をデータとして保持、または任意のデータベース等を参照し、類義語グループをキーにし
て共同サービス制御部１６に存在する用語を問い合わせる。
【００５５】
　以下に、情報処理端末１００を用いて、通信回線網を通じてショッピングする場合の表
示画面を、本実施の形態の提供サービス操作部１４、共同サービス制御部１６、個別サー
ビス制御部１８の関係を用いて、統一化を図る実施例を示す。
【００５６】
　図５に示される如く、情報処理端末１００は、本実施の形態の提供サービス操作部１４
に相当し、より具体的には、通信回線網１２であるインターネット１０２に接続可能な環
境を持つ情報処理端末１００である。
【００５７】
　インターネット１０２には、共同サービス制御部１６として機能するショッピング総合
サイト１０４が接続されている。また、個別サービス制御部１８として機能する複数の個
別ショップサイト１０６が接続されている。
【００５８】
　このような環境で、情報処理端末１００では、まず、目的とする買い物の分野等を決定
し、当該分野を総括するショッピング総合サイト１０４にアクセスする。例えば、ショッ
ピング総合サイト１０４には、電子機器関係、書籍関係、食品関係、衣料品関係、スポー
ツ用品関係等、これらの分野に関して個別に販売しているショップサイトが登録されてい
る。
【００５９】
　図６（Ａ）は、情報処理端末１００のモニタ１００Ａに表示される、ショッピング総合
サイト１０４から受けた表示画面１０８（前表示画面１０８）である。この前表示画面１
０８には、Ａサイト～Ｆサイトまでの個別ショップサイト選択ボタン画面１１０Ａ～１１
０Ｆが表示されている。
【００６０】
　また、この前表示画面１０８の右下には、前記サイト選択した条件情報をショッピング
総合サイト１０４へ通知するためのＯＫ操作ボタン画面１１２と、選択を取り消すための
キャンセル操作ボタン画面１１４とが表示されている。これらは、前表示画面１０８の表
示領域において相対的に、ＯＫ操作ボタン画面１１２が左側、キャンセル操作ボタン画面
１１４が右側となっている。
【００６１】
　さらに、前表示画面１０８の左下には、表示されている情報を更新するための情報更新
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操作ボタン１１６が表示されている。
【００６２】
　ところで、ショッピング総合サイト１０４からの前表示画面１０８は、その分野の個別
ショップサイト１０６を検索する場合に、一般的に、ユーザーが最初に閲覧する画面であ
り、この前表示画面１０８の操作ボタン画面の位置に慣れ親しんでいる可能性が高い。
【００６３】
　このような状況の下で、例えばＢサイトの個別ショップサイト１０６を選択し、ＯＫ操
作ボタン画面１１２にカーソル等を合わせてクリックすると、Ｂサイトの個別ショップサ
イト１０６が作成した基本画面が情報処理端末１００のモニタ１００Ａ上に表示されるこ
とになる。
【００６４】
　このとき、Ｂサイトの個別ショップサイト１０６は、独自の基本画面１１８（図６（Ｃ
）参照）を作成している。
【００６５】
　このため、相対的に、キャンセル操作ボタン画面１１４が左側、ＯＫ操作ボタン画面１
１２が右側となっていたり、情報更新操作ボタン１１６が画面の右上に設けられたりする
場合がある。
【００６６】
　ユーザーは、図６（Ａ）に示すショッピング総合サイト１０４の前表示画面１０８に慣
れ親しんでいるため、Ｂサイトの個別ショップサイト１０６の基本画面１１８（図６（Ｃ
）参照）がそのまま表示されると、操作性に違和感を感じ、誤操作を招く場合がある。
【００６７】
　そこで、Ｂサイトの個別ショップサイト１０６の基本画面１１８の操作性情報と、ショ
ッピング総合サイト１０４の表示画面（前表示画面１０８）の操作性情報とを比較し、前
表示画面１０８の操作性情報と統一化を図るべく、Ｂサイトの個別ショップサイト１０６
の基本画面１１８を編集し、図６（Ｂ）のような表示画面１２０（後表示画面１２０）を
生成し、情報処理装置１００のモニタ１００Ａに表示する。
【００６８】
　図６（Ａ）の表示画面１０８（前表示画面１０８）と、図６（Ｂ）の表示画面１２０（
後表示画面１２０）とを比較すると、相対的に、ＯＫ操作ボタン画面１１２が左側、キャ
ンセル操作ボタン画面１１４が右側で統一され、情報更新操作ボタン１１６の位置が画面
左下で統一されていることがわかる。
【００６９】
　なお、この実施例では、ショッピング総合サイト１０４と、個別ショップサイト１０６
との関係において、ショッピング総合サイト１０４の表示画面に統一させる例を示したが
、これに限定されるものではなく、予め優先順位を決めたサイト（何れかの個別ショップ
サイト１０６でもよい）の表示画面に統一するようにしてもよい。また、優先順位を決め
ずに、常に、前表示画面に後表示画面を合わせるようにしてもよい。
【００７０】
　また、ショッピング総合サイト１０４の上階層にショッピング総合サイト１０４を検索
する検索サイトがある場合は、この検索サイトの表示画面に統一するようにしてもよい。
【００７１】
　なお、本実施の形態では、通信回線網１２を通じたサイト間での表示画面の操作性情報
の統一化を主体として説明したが、単独のＰＣ内における優先順位関係の間で、表示画面
の操作性情報の統一化を図るようにしてもよい。
【００７２】
　ＰＣの基本ソフトウェアであるＯＳ（オペレーションシステム）には、起動して、立ち
上がったときに基本画面が表示される。その後に実行される各種ソフトウェアの下で表示
される表示画面との間で操作性情報の統一化を図るようにしてもよい。
【符号の説明】
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　　１０　　画像表示制御システム
　　１２　　通信回線
　　１４　　提供サービス操作部
　　１６　　共同サービス制御部
　　１８　　個別サービス制御部
　　２０　　マイクロコンピュータ
　　２２　　ＣＰＵ
　　２４　　ＲＡＭ
　　２６　　ＲＯＭ
　　２８　　Ｉ／Ｏ（入出力部）
　　３０　　バス
　　３２　　ＵＩ（ユーザ・インターフェイス）
　　３４　　ハードディスク
　　３６　　操作性情報管理部
　　３８　　個別サービスＵＩ制御部
　　４０　　操作性情報取得部
　　４２　　操作性情報管理部
　　４４　　操作性情報合成処理部
　　４６　　共同サービス情報管理部
　　１００　　情報処理端末
　　１０２　　インターネット
　　１０６　　個別ショップサイト
　　１００Ａ　　モニタ
　　１０４　　ショッピング総合サイト
　　１０８　　表示画面１０８（前表示画面）
　　１１０Ａ～１１０Ｆ　　個別ショップサイト選択ボタン画面
　　１１２　　ＯＫ操作ボタン画面
　　１１４　　キャンセル操作ボタン画面
　　１１６　　情報更新操作ボタン
　　１１８　　基本画面
　　１２０　　表示画面（後表示画面）
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